





渡 辺 哲 夫




し,生徒に自ら学び 自ら考える ｢生 きる力 ｣




きる日本人 としての 自覚を育成す ること
(2)自ら学び, 自ら考 える力 を育成す るこ
と
(3)ゆ とりある教育活動 を展開す る中で,
基礎 ･基本の確実な定着 を図 り.個性を
生かす教育を充実す ること
(4)各学校 が創意工夫 を生か し特色 ある教
育,特色ある学校づ くりを進 めること





教科面では普通教科 に教科 r情報｣. 専






科 に加 え.｢外国籍 ｣. ｢情報｣を必修 と
し,普通科では必修教科 ･科 目の最低合
計単位数が 38単位か ら31単位 に格練
された｡専門学科,抱合学科では 35単
位か ら同様 に 31単位 に縮減 された｡ さ
らに必修科 目も,複数の科 目か ら選択 し
て履修できるようになったQ
専門学科における専門教科 ･科 目の必修

















な概念や原理 ･法則の理解 を深 め,事象 を
数学的に考蕪 し処理す る能力 を高め,塞_掌
的活動 を通 して創造性の基盤 を培 うととも
iE,数学的な見方や考え方のよさを38離 し,
それ らを耕極的に活用す る態度 を育てる｡｣
である｡
下線部が現行の学習指尊要領に対 して新







や喜び を じっ く り味わ うこ とが大切 で あ
るo この ような体牧が創造性の基盤 を培 う
ように思 うD数学の学習活動には自らが考
える姿勢が常に必要であ り,生徒に自ら学
び 自ら考える力 を育成す る上でも数学の学
習活動は亙要である｡
3 新陳科 目 r数学基礎 (2単位)｣
目頓 は. ｢数学 と人間 とのかかわ りや,
社会生活において数学が果た している役割
について理解 させ,数学に対す る興味 ･関
心を高めるとともに,数学的な見方や考え










させ る場合があろ う｡多様な生徒 に対応 し
て.柔軟な活用が考えられ る｡生徒の実態
に合わせ前述の数学の 目標 を達成す るため
に.この科 目は新教育秩税の特徴 となろ う｡
4 各科 目の塀準単位数
数学基礎 2単位 新設
数学 Ⅰ 3単位 (現行 4単位)
数学 Ⅱ 4単位 (現行 3単位)
数学Ⅲ 3単位 (現行 3単位)
数学A 2単位 (現行 2単位分選択)
数学B 2単位分漣択 (現行 と同 じ)
数学C 2単位分遇択 (現行 と同 じ)
他 に,｢学校殻定科 目｣ を創設す ること
ができる｡ これによ り各学校 においては.
生徒の実態,学科の特色等に応 じ特色ある
教育棟程 を編成す ることができ,独 自色を
打ち出す ことができるが,高等学校数学教




())｢教 学 Ⅱ｣,｢数学 Ⅲ Jを履修 させ る場
合は.原則 として ｢数学 IJ,r数学 Ⅱ｣,
r数学 Ⅲ ｣の順 に足首 させ ること｡
(2) ｢数 学 AJ については,｢数学基礎 ｣
又は ｢数学 I｣ と並行 してあるいはそれ ら
の科 目を履修 した後に居修 させ,｢数学B｣
については,｢数学 I｣を足腫 した後に居
修 させ,r数学 C｣については,｢軟学 I｣
及び ｢数学A｣ を履修 した後 に履修 させ る
ことを原則 とす るO





配慮す るもの とす る｡
(1)各科 目の内容の [用静 ･記号]は,当
族科 目で扱 う内容の程度や抵閏を明袖 にす




クなどを適切 に活用 し,学習効果 をたかめ
るようにす ることo
今回の改訂 によ り,｢数学 Ⅰ｣の内容は
方程式 と不等式,二次関数.図形 と計量｡
｢数学 Ⅱ｣の内容は,式 と証明 ･高次方程
式,図形 と方程式,いろいろな関数,微分
･積分の考え｡｢数学 IIJの内容は,捷限,
微分法,親分法｡ この よ うに ｢数学 IJ.
｢数学IJ,｢数学Ⅲ｣ の内容 が並理 され
て系統的になった｡
















(1)は ｢数学 I｣に, (2)は ｢数学A｣に,
(3)は ｢数学基礎｣に移行 され るC
現行の内容 か ら削除 され る内容 につい
て,
｢数学 I｣では個数の処理の ｢自然数の列｣
｢数学 A ｣では平面姓何の ｢平面上の変換｣
及び ｢計井 とコンピュータ｣













して,コア ･オプシ ョン型 と呼ばれ るカ リ




を新設 した ことをは じめ,｢数学 I｣の標
準単位数 を4単位 か ら3単位 に漉 したこと
によって多様 な生徒-の対応が さらに進め
られた｡また,｢数 と式｣が ｢数学 I｣に,
｢分散式 ｣,｢弧度法｣や ｢高次方程式｣




で,多様 な生徒 に対応 した教育牧軽の編成
には困難が伴 うが,各学校 においては,多




値々の生徒たちが 自信 をもって高等学校 を
終えることができた らと思 う.従来の枠 に
とらわれず,選択科 目を帝人す るとか,類
型や コースの導入 なども考えられ るqまた,
｢抱合的な学習の時間｣や ｢学校設定教科
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